
 

 
 
 
 
 
 

伊予市・中山町・双海町合併協議会 

第 10 回合併協議会 
 

会 議 資 料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時 平成１６年９月２７日（月）午後２時～ 

 

場所 中山町農業総合センター ２階 中ホール 



伊予市・中山町・双海町合併協議会 

第 １ ０ 回 協 議 会 次 第 

 

日 時 ： 平成１６年９月２７日（月）１４：００～ 

場 所 ： 中山町農業総合センター ２階 中ホール 

 

 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議 題 

 （１）協 議 

   ① 協議第４３号 町字名の取扱いについて 
   ② 協議第４４号 新市建設計画（案）について 
 

（２）その他 

第１１回伊予市・中山町・双海町合併協議会の日程について 

 

 

４ 閉 会 
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協議第４３号 
 
 
   町字名の取扱いについて 
 
 
 町字名の取扱いについて、次のとおり確認を求める。 
 
 
  平成１６年９月２７日提出 
 
 

伊予市・中山町・双海町合併協議会 
会長 中 村  佑 

 
 

記 
 

町字名の取扱いについて 

１ 町字の区域は、従前のとおりとする。 

２ 町字の名称は、次のとおりとする。 

（１） 伊予市については、現在地名を継承する。 

（２） 中山町及び双海町については、「伊予郡」を「伊予市」に置き換え、

「大字」を省き表示する。 

 
  平成  年  月  日確認



［協議第４３号 資料］ 
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町字名の取扱いについて 

 

 

１ 基本的事項 

  市町村合併の際に、町（字）の区域の設定、若しくは廃止、又は、町（字）

の区域若しくは名称の変更をしようとする場合は、地方自治法第 260 条の規定

に基づき、市町村長が当該市町村議会の議決を経てこれを定め、都道府県知事

に届け出ることが必要である。 

  事前に、合併関係市町村の間で町名・字名の取扱いを協議しておくことが適

当であるが、町、字の区域や名称については、地域の歴史や文化がしみ込んだ、

住民にとっても愛着が深い場合があり、合併しても従来どおり存続させるケー

スが多い。 

 

２ 「町」「字」について 

（１）定義 

   字とは、市町村の区域内の一定の区域をいう。 

   「字」には、いわゆる字のみならず「大字」又は「小字」も含まれる。（行

政実例 S23.8.9） 

   市町村の区域内の一定の区域を「町」というときがあるが、これは「字」

と同様である。この場合、地名呼称上「町」という文字をつけない町と同様

の区域があるが、これは名称を町といわないだけであって、法第 260 条の町

である。（行政実例 S22.5.26） 

   「町若しくは字の区域をあらたに画し」とは、新たな町名又は字名を付け

る場合も含まれる。（行政実例 S30.12.6） 

「町若しくは字の名称を変更する」とは、単に従前の町又は字の名称を変

更する場合及び町又は字の区域を変更するとともに同時にその名称を変更す

る場合である。 

（２）合併による調整･変更 

   合併協議の先進事例では、そのほとんどが町字名の取扱いについては、合

併時の混乱を避けるために必要最小限にとどめ、できる限り従来の町字名を

そのまま使用する取扱いとしている。 

   合併関係市町村間で、同一又は類似の町字名が存在していると、住民登録、

登記、郵便など住民生活に大きな影響を及ぼすことになるので、この部分に

ついてのみ変更をする取扱いをしている。 

   市町村の配置分合及び境界変更に際し、旧町村の字の区域及び名称をその

まま新市町村の字の区域及び名称とする場合には、法第 260 条の手続を要し

ない。（行政実例 S30.3.30） 

   合併に際して「大字○○」を単に「○○」と変更するなど「大字」や「小

字」を表示しないこととする場合であっても、「大字○○」が固有名詞と考え

られるので、法第 260 条の手続が必要となる。 
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３ 町字名の変更手続（法第 260 条） 

  町字名の変更手続は、市町村長の提案⇒市町村議会の議決⇒知事への届出⇒

知事の告示⇒効力発生となるが、この処分は新市で行うべきものであることか

ら、合併日に施行させるためには、合併日に新市の市長職務執行者が、合併協

議会の協議結果を踏まえた内容で専決処分せざるを得ず、同日に知事へ届出を

行う。効力発生要件となる知事の告示は、事前の十分な連携のもとに、合併日

付けで行い、また、新市の初議会で専決処分の承認を求めることとなる。 

  町字の名称のみの変更手続は、合併前に当該区域の属する関係市町の議会で

議決を経て、知事に届け出ることも可能である。 

 

関係する主な法令（抜粋） 

○ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号） 

（市町村内の町又は字の区域） 

第２６０条 政令で特別の定をする場合を除く外、市町村の区域内の町若しくは

字の区域をあらたに画し若しくはこれを廃止し、又は町若しくは字の区域若し

くはその名称を変更しようとするときは、市町村長が当該市町村の議会の議決

を経てこれを定め、都道府県知事に届け出なければならない。 

２ 前項の規定による届出を受理したときは、都道府県知事は、直ちにこれを告

示しなければならない。 

３ 第１項の規定による処分は、政令で特別の定めをする場合を除くほか、前項

の規定による告示によりその効力を生ずる。 

 

【先進地事例】 

○ 西条市・東予市・丹原町・小松町合併協議会（H16.11.1合併予定） 

西条市、東予市については、新市名を付し、現在字名を継承する。 

丹原町については、「周桑郡丹原町大字」を「新市名丹原町」に置き換え、現

在字名を継承する。  

小松町については、「周桑郡小松町大字」を「新市名小松町」に置き換え、現

在字名を継承する。 

○ 大洲喜多合併協議会（H17.1.11合併予定） 

１ 大洲市については、現行のとおりとする。 

２ 長浜町については、「喜多郡」を「大洲市」に置き換え、「大字」を省き表

示する。ただし、一部の地域については、「喜多郡長浜町」を「大洲市」に置

き換え、「大字」を省き表示する。 

３ 肱川町については、「喜多郡」を「大洲市」に置き換え、「大字」を省き表

示する。 

４ 河辺村については、「喜多郡」を「大洲市」に、「村」を「町」に置き換え、

「大字」を省き表示する。 

○ 四国中央市（川之江市・伊予三島市・土居町・新宮村：H16.4.1合併） 

基本的には、現在地名を継承し、｢大字｣は省き表示する。 

ただし、伊予三島市については、一部地域に「三島｣の地名を付して表示する。 
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協議第４４号 
 
 
   新市建設計画（案）について 
 
 
 新市建設計画（案）について、次のとおり確認を求める。 
 
 
  平成１６年９月２７日提出 
 
 

伊予市・中山町・双海町合併協議会 
会長 中 村  佑 

 
 

記 
 

新市建設計画（案）について 

新市建設計画の案を別冊のとおり定める。 

 
  平成  年  月  日確認 
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第１１回伊予市・中山町・双海町合併協議会の日程について 

 
 

○ 開催日程 
 日 時：平成１６年１０月 ７ 日（木） １４時００分から 

     場 所：双海町 町民会館 ２階 大ホール 

 

 
伊予市・中山町・双海町合併協議会会議開催状況 

 
 〔 開 催 実 績 〕 

 開催市町 開 催 場 所 開  催  日  時 

第１回 中 山 町 中山町農業総合ｾﾝﾀｰ 平成１６年 ４月 ８日（木）１５：３０～

第２回 双 海 町 双海町町民会館 平成１６年 ５月１３日（木）１４：００～

第３回 伊 予 市 伊予市市民会館 平成１６年 ６月１０日（木）１４：００～

第４回 中 山 町 中山町農業総合ｾﾝﾀｰ 平成１６年 ６月３０日（水） ９：３０～

第５回 双 海 町 双海町町民会館 平成１６年 ７月 ８日（木）１４：００～

第６回 伊 予 市 伊予市市民会館 平成１６年 ７月２２日（木） ９：３０～

第７回 中 山 町 中山町農業総合ｾﾝﾀｰ 平成１６年 ８月１２日（木）１４：００～

第８回 双 海 町 双海町町民会館 平成１６年 ８月２６日（木）１４：００～

第９回 伊 予 市 伊予市市民会館 平成１６年 ９月 ９日（木）１４：００～

第１０回 中 山 町 中山町農業総合ｾﾝﾀｰ 平成１６年 ９月２７日（月）１４：００～

 
 
 〔 開 催 予 定 〕 

 開催市町 開 催 場 所 開  催  日  時 

第１２回 伊 予 市  平成１６年１１月１１日（木）１４：００～

第１３回 中 山 町  平成１６年１２月 ９日（木）１４：００～

第１４回 双 海 町  平成１７年 １月１３日（木）１４：００～

第１５回 伊 予 市  平成１７年 ２月１０日（木）１４：００～

第１６回 中 山 町  平成１７年 ３月１０日（木）１４：００～




